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すことだった。これまでは野戦経験、とくに反乱鎮圧のための奇襲攻撃や秘密工作を専門に行う陸軍特殊部隊で成果を上げることがエリート将校への近道であった。ユドヨノ大統領は この伝統 変えようとした。昔ながらの秘密戦ではなく、より国防に近い軍事能力を発揮する部隊に力を入れる。なかでも、ユドヨノは精鋭兵士 集まるパラシュート （陸軍戦略予備軍空挺部隊）を重視 彼自身も同部隊の出身であることから身近に感じていたのであろう。エリート将校へのキャリアパスとして、この部隊で成績を上げることが成功への切符となっ った。　
また、陸軍士官学校時代の学業















な環境に国軍を適応させることであった。国内の戦争がなく れば、当然、国軍の役割の見直しという話が出てくる それは、 事予算の縮小や組織のスリム化という議論になりかねない。そういう政治の圧力を不安に思う将校は少なくなく、彼らにとって平和 到来は憂うべき事態でもあった。ユドヨノの政策次第では、軍内の反発が大きくなる可能性もあった。　
その背景の下、彼が行ってきた
のは、 「平和の配当」を国軍 振る舞うことであった。第一に、国防予算をカットする ではなく、むしろ組織的近代化という目標を掲げて大きく増やした。二〇〇四年に二〇兆ルピアほどであった国防予算は、毎年増え続け、二〇一
四年には約四倍の八三兆ルピアとなった。また国軍の役割を見直すといった抜本改革も棚上げにした。　
さらに、二〇〇四年に制定され











積に精を出したり、 「ＯＰＭの襲撃」を演出して警備ビジネスの需要を増やしたり、軍管区の増兵を要求したりしてきた。パプアもアチェも、腐敗 利権の分けあいが「平和」や「安定」を維持する要因となっており、 「ユドヨノの一〇年」がその力学を定着させ といえよう。●警察と「テロ の戦い」　
ユドヨノ政権は、 「テロとの戦
い」においても高い国際評価を受けている。メガワティ政権下では、二〇〇二年 バリ島、翌年にジャカルタ・マリオットホテル、そして二〇〇四年にオーストラリア大使館を爆弾テロが襲い、インドネシアはアル・カーイダにつながる国際テロリストの温床として脚光を浴びた。ユドヨノ政権になってからは、二〇〇五年に爆弾テロが再びバリ島で起きたが、それ以降は下火となり 九 再び爆弾テロに狙われたジャカルタのマリオットホテル 最後に、大規模なテロ事件は起き くなった。ユドヨノは、その成果を、国家警察に新設した対テロ部隊（通称八八隊）の活躍の結果だと主張する。この八八隊が二〇〇四年に始動し、
米国やオーストラリアの支援を受けて、効果的なテロ対策を行ってきたために、一〇年経って国際テロはほぼ撲滅できたとユドヨノ政権は訴える。　
確かに欧米人をターゲットとし
た「国際テ 」は下火 なっ 。しかし、実はテロ事件そのものの件数は増えている。二〇〇九年のマリオット事件の後も、二〇一〇年から一三年までに八〇件のテロ事件が起きている。それら 大な爆弾テロでないので、ほとんど国際社会には注目されない きた。しかも多くは警察官を狙ったテロであり、拳銃や刃物を使った犯行である。なぜ警官が の標的になるのか。それは八八隊への恨みが強いから る。過去四年間みても、八八隊は三〇〇人以上のテロ容疑者を逮捕しているが、同時に七〇人以上を射殺している。誤殺も多い。に か わらず「対テロ戦」の名の下で八 隊員 処罰されない。この人権侵害が野放しになっていることに怒りを覚え、警察への報復が喫緊 ジハードだと位置づける傾向が過激勢力のなかで広がってい 。結局、 「ユドヨノの一〇年」 おい 国際的に高く評価される「テロとの戦
には、国内テロの深刻化という代償が伴っているのである。●ジョコウィ政権の国軍と警察　
このように、ユドヨノ政権下に







ィ政権の運営 問題でもあるが、同時にユドヨノ時代の「つけ」ともいえよう。過去一〇年間、国内安保の向上が称賛され、そ 評価を維持したいがために、ユドヨノは治安機構が嫌がるような組織改革を後回しに てきた。そのつけの清算を今インドネシアは迫られている。（ほんな
　
じゅん／立命館大学国
際関係学部教授）
